
事業実施報告書 

       

                     法人名 NPO 法人 Special Discovery Supporters  

 

事業名 
子どもが安心して学べる地域ネットワークづくり事業 
〜“地域が校庭”を合言葉にした地域づくり活動〜 

助成事業の種類 （1）SDGs 推進事業（ 人間  豊かさ  地球  平和  ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ） 

1.事業の目的 本事業の目的は、「子どもが安心して学べる地域社会をつくる」ことです。 
当法人 Special Discovery Supporters は 2022 年 6 月に設立しました。2021

年 9 月より任意活動団体としてフリースクール HIRO の活動を開始し、その後
より社会に認知してもらいやすくする為、また、地域の活動の場となる為に
NPO 法人として登記しました。設立当初より HIRO の由来である「つながり」
を最大限生かした学びの創造が出来る場所として活動を進めています。 
 

2.事業で取り組ん

だ地域や社会の課

題 

本事業において取り組んだ課題は、以下の 3 点です。 
① 地域の中での居場所づくり／多様な学び 
② 子どもの学びについての理解の促進 
③ 地域一体となって取り組む子ども支援 

近隣地域の不登校児童生徒の推移は小中学校ともに増加傾向であり、本事業
実施前より教育委員会を含む公教育機関との連携を取りつつ、地域の中で児童
生徒が安心して学びが出来る環境づくりを整備するように取り組んでいまし
た。更に、フリースクール HIRO では、起立性調節障害を抱える生徒も通いや
すい環境を整えるため、獨協医科大学埼玉医療センター子どものこころ診療セ
ンター、東京医科大学病院等の医療機関とも連携を取りつつ、教育支援にあた
っています。様々な理由により公教育制度の狭間で悩み不登校等、学校教育現
場では学ぶことが難しい子どもを対象として、学びの場・学びの機会をつくる
事業を展開しました。 

本事業では、前述の取り組みに加え、「大人の生き方講座」の取り組み、地
域全体を巻き込んだシンポジウムの開催を実現しました。 
 



3.取り組んだ事業

の具体的な内容・

実施結果 

取り組んだ事業は以下の 2 事業です。 
時期 内容 

 （１）フリースクール運
営事業（居場所づくり事
業／学習支援事業） 

（２）不登校及び起立性調節障害
等、生徒個々が抱える心身の状況
に応じた対応に関する研修／講演
事業 

７月 保護者面談実施 講師日程調整 
８月 生き方講座  

①歯科医師 
②研究職 

講演会／シンポジウム決定 

９月 生き方講座 
③ヨガ体験教室 
④作曲家 

後援名義依頼（埼玉県・上尾市・桶
川市） 

１０月 生き方講座 
⑤歌手＆管理栄養士 

フライヤー／チラシ作成 

１１月 生き方講座 
⑥お笑い芸人＆ユーチュ
ーバー 
⑦ヨガ体験教室 

HP、SNS、チラシ配布 

１２月 生保護者面談実施 参加者整理／運営準備 
１月 生き方講座 

⑧ゲーム作り（コーエー
テクモ） 

参加者整理／運営準備 
2023 年 1 月 28 日（日）予定 
講演会／シンポジウム実施 

２月 ⑨看護師 
フリースクール運営及び
生き方講座等実施評価 

講演会／シンポジウムの実施評価 

 

○広報実績について 
（1）及び（2）の事業ともに HP 及び SNS を活用し広報を行う他、チラシを作
成し継続的に広報を実施しました。また、（2）の事業においては、講演会／シ
ンポジウム実施にあたり、埼玉県教育委員会、上尾市教育委員会、桶川市教育
委員会に後援名義を申請及び許可をいただき、より公共性の高い活動として上
記スケジュールに沿って HP 及び SNS 等で広報を実施しました。 
更に、（1）の事業では、生き方講座等の実施事業について、YouTube 等を用
いて発信するなどの広報活動にも尽力しました。 
 

4.事業実施により

達成した成果の具

事業を実施により達成した成果は以下の点です。 
①「子どもにとっての学びの本質的な理解と、周囲の大人の接し方への変化」



体的な内容 ②「不登校の事象についての理解と支援策の拡充」 
③「子どもにとって地域が校庭と認識される」  
 
「生き方講座」を継続実施したことは、上記の成果①、③に寄与したと考えら
れました。生き方講座は、利用生徒にとって、意義あるものであると、「保護
者及び利用生徒からのアンケート」からも理解できました。その上で、周囲の
大人も子どもの希望や生き方を応援する点について気づくことができ、接し方
が一人一人の希望に沿った形へと変化する様子がありました。また、地域で生
活する子どもにとっても、多くの大人と出会えたこと、そして、自分自身が多
くの大人とつながりができたと考えられました。 
 
1 月のシンポジウム開催により、上記の成果の②に対して達成に近づけたと考
えられました。桶川市という場所でシンポジウムを開催でき、100 名を超える
人が参加し学びある地域づくりの一歩として理解を得られたのではないかと
考えられ、さらに、アンケート結果も良好であり、次年度以降も継続的な開催
を求める声も多く見受けられました。 
 

5.費用面での工夫 費用面において、必要・不必要を吟味及び精査しました。 
特に、以下の点について工夫を実施しました。 
・事業実施におけるスタッフの人数配置（人件費の削減） 
・経費をかけずに事業の質を確保する目的でボランティアとともに活動 
・活動の意義について広報及び交渉し、寄付金募集 
 

6.地域社会への還
元について 

本事業名のサブタイトルにもしていますが、「地域が校庭」をキーワードとし
て現在までも、また、今後も活動地域を中心として展開していく予定です。 
具体的には、公学校を中心とした子どもの学びだけでなく、子どもの学びに携
わる大人もまた、学びある時間となる様にしていきたいと考えています。地域
社会全体で取り組める仕組みづくりに取り組む予定です。 
 

7.来年度以降どう

事業を継続し発展

させていくか 

来年度以降には、以下の点に注力しつつ事業を継続及び発展させていく予定で
す。 
① フリースクール HIRO の事業継続 
 利用している生徒への支援を継続できるよう運営を行っていきます。 
② 生き方講座の開催 
 生き方講座を 1 回／月程度の開催を予定し実施していきます。 
③ 社会福祉協議会等、学びのフィールドを広げていく。 
 地域の資源開発、ネットワーク化などを進めていきます。 

 




